やまがた６次産業ビジネス・スクール受講者の皆様へのアンケート調査
	氏　名
	
	年　齢
	　　　　　　歳

	住　所
	（〒　　　　－　　　　　）

	職　業・会社名
	

	在籍年度
	平成　　　　　年度

	連 絡 先
	電話番号
	（　　　　　）

	
	ファックス番号
	（　　　　　）

	
	メールアドレス
	@


	〔１〕 はじめに、あなたの６次産業化の取組状況等についてお伺い致します。


【本アンケートにおける６次産業化の定義】
本アンケートにおける６次産業化とは、単に生産物を市場経由で販売するだけでなく、消費者への直接販売や加工により付加価値をつけて販売する等により、経営の利益・所得向上を目指す取り組みのことをいいます。　（下記の図を参考にして下さい）
【６次産業化の形態】
	[image: image1.emf]


（問１～７は、農林漁業者の方が回答して下さい。農林漁業者以外の方は、問８へ進んで下さい。）
問1.  あなたは現在、６次産業化に取り組んでいますか。　該当する番号を１つだけ選び○印をつけて下さい。
（※回答にあたっては、１ページの図を参考にして下さい）
	１．　取り組んでいる
	２．　取り組む準備をすすめている

	３．　取り組んでいない
	４．　取り組んでいたがやめた

	５．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
	


（問２～５は、問１で「① 取り組んでいる」と回答した方に伺います。）

問2.  あなたが取り組んでいる６次産業ビジネスの昨年度（平成３０年度）の年間売上高は以下のうちどれに該当しますか。　該当する番号を１つだけ選び○印をつけて下さい。
	１．　２００万円未満
	２．　２００～５００万円未満

	３．　５００～１,０００万円未満
	４．　１，０００万円以上


問3.  ６次産業ビジネスの経営状況は、以下のうちどれに該当すると考えますか。該当する番号を１つだけ選び○印をつけて下さい。

	１．　とても順調にいっている
	２．　順調にいっている

	３．　やや順調ではない
	４．　順調ではない


問4.  現在取り組んでいる６次産業ビジネスの今後の展望は、以下のうちどれに該当しますか。該当する番号を１つだけ選び○印をつけて下さい。

	１．　事業の拡大を図りたい
	２．　現状のまま維持したい

	３．　事業を縮小したい
	４．　特に考えていない


問5.  現在取り組んでいる６次産業ビジネスの問題点や今後対応が必要なこと、重視すべきことがあれば、

以下の該当する番号を選び○印をつけて下さい。（複数選択可）

	１．　消費者ニーズに対応した新商品開発

３．　労働力不足

５．　販路開拓・販路拡大
７．　農業と観光の連携
９．　輸出
11．　同業者等との競争激化
13．　同業者間の情報交換等ネットワークの構築
15．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　
	２．　建物・設備等の整備・改修

４．　女性雇用

６．　経営ノウハウの不足
８．　インバウンド(訪日外国人旅行)対応

10．　農業と福祉の連携
12．　食品衛生管理・原産地表示制度への対応
14．　連携先（食品製造業者等）の確保
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（問６は、問１で「① 取り組んでいる」「② 取り組む準備をすすめている」「④ 取り組んでいたがやめた」と回答した方に伺います。）

問6.  （１）あなたが主に取り組んでいる（取り組む準備をすすめている）、あるいは過去に取り組んでいた６次産業ビジネスの形態は以下のどれに該当しますか。（２）その取組み内容について記入して下さい。また、（３）ビジネスプラン（ビジネス・スクールで作成したもの）との関連について該当する番号を選び○印をつけて下さい。
（※回答にあたっては、１ページの図を参考にして下さい）
	（１）　６次産業ビジネスの形態について

	１．　１次（契約栽培）
（→生産した農産物を食品メーカーや小売業者と直接、条件交渉を行い販売する形態）

	２．　１次×２次

（→生産した農産物を食品メーカーや小売業者の要望に合わせて加工して販売する形態）


	３．　１次×３次

（→生産した農産物を生産者が自ら最終消費者に販売する形態。観光・グリーンツーリズム（農業体験等）を含む）
	４．　１次×２次×３次

（→生産した農産物を使って加工食品を製造し、生産者が自ら最終消費者に販売する形態。レストラン等の飲食業も含む）


	（２）　取組み内容について

	

	（３）　ビジネスプランとの関連について　　

	１．　ビジネスプランに沿った取組み
	２．　ビジネスプランとは関連のない取組み


（問７は、すべての農林漁業者の方に伺います。）
問7.  あなたは、自身の農業経営を法人化したいという意向をもっていますか。該当する番号を１つだけ選び○印をつけて下さい。
	１．　すでに法人化している
	２．　法人化にむけて準備をすすめている

	３．　法人化する予定はない
	４．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


（問８以降は、農林漁業者以外の方も回答して下さい。）
	〔２〕「やまがた６次産業ビジネス・スクール」事業について、あなたのご意見をお伺い致します。


問8.  「やまがた６次産業ビジネス・スクール」の講義の中で、効果が大きかったものは何ですか。
講義内容について記入して下さい。また、選択肢の中から該当する番号を選び○印をつけて下さい。（複数選択可）
	〈効果が大きかった講義内容〉

	１.６次産業化の意義と必要性　　２. 農業経営の理念・戦略　　３.フードシステム　　４. 地域農業と連携した食産業形成
５.マーケティング戦略・事業構想　　６.IT活用による販売手法　　７.食品加工の概要　　８.食品表示制度　　

９.食品衛生管理　　10.財務管理・資金計画　　11.先進事業所視察　　12.６次産業化実践者報告　　

13.インターンシップ　　14.農業研究機関視察　　15.ビジネスプラン作成　　16.その他（　　　　　　　　　　　　　）


問9.  「やまがた６次産業ビジネス・スクール」のカリキュラムに入れて欲しかったと思うものがあれば、
自由に記入して下さい。

	


問10． 「やまがた６次産業ビジネス・スクール」を通した繋がりについて、該当する番号を選び○印をつけて下さい。（複数回答可）また、「繋がりがある」場合、どのような繋がりがあるか記入して下さい。
	１．　受講者同士の繋がりがある
	２．　講師との繋がりがある

	３．　インターン先との繋がりがある
	４．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	〈繋がりについて〉 （例・受講者から農産物を仕入れている。・加工品を○○に卸している。　等）


問11． ６次産業ビジネスを進めるに当たって必要と感じている情報について、該当する番号を選び○印をつけて下さい。（複数回答可）また、当該情報を県から提供する場合、必要とするか、その場合の伝達手段について、該当する番号を一つ選び○印をつけて下さい。
	（１）６次産業ビジネスを進めるに当たって必要と感じている情報について

	１．　各種研修会等の情報
	２．　市場ニーズに関する情報

	３．　商談会等の情報
	４．　国や県の補助金等の情報

	５．　同業者間の情報交換
	６．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	（２）県からの情報提供について

	１．情報提供を希望する
	２．情報提供は必要ない

	（３）情報提供する場合の伝達手段について（上記（２）で「１．情報提供を希望する」を選んだ方のみ回答下さい。

	１．メール
	２．紙媒体での郵送等

	３．県HPへの掲載
	４．その他（　　　　　　　　　　　　　　）


問12． 「やまがた６次産業ビジネス・スクール」の運営をはじめ、６次産業化の振興に関する県への要
望等ございましたら、自由にご記載下さい。
	◎現在の悩み、苦労していることについて

◎　今後の県の６次産業支援策について

◎　その他




　
以上でアンケートは終了です。ご協力頂きまして誠にありがとうございました。
皆さんの個人情報に関わる内容については事務局が責任をもって管理し、外部に出さないように致します。
本アンケートにおける６次産業化
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